
此
の
工
事
完
成
の
上
は
維
持
費
十
敷
萬
園
と
共
に
美
術
學
校
に
寄
附
し
て
美

京
芸
術
大
学
を
停
年
退
官
し
名
誉
教
授
と
な
る
。

⑦

黒
田
記
念
館
起
工
式

昭
和
二
年
十
月
二
十
二
日
、
本
校
敷
地
内
に
建
設
さ
れ
る
黒
田
記
念
館
の
起

工
式
が
行
わ
れ
た
。
同
日
の
『
国
民
新
聞
』
は
そ
の
正
面
見
取
図
を
掲
げ
、
次

の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

故
黒
田
子
記
念
館

美
術
校
内
に
け
ふ
起
工

去
る
大
正
十
―
―
一
年
六
月
逝
去
し
た
わ
が
洋
甕
界
の
泰
斗
故
黒
田
清
輝
子
が
臨

終
に
際
し
子
爵
所
有
の
不
動
産
三
分
の
一
を
美
術
事
業
に
寄
附
す
る
旨
を
遺

言
し
た
の
に
基
き
遺
言
執
行
者
樺
山
愛
輔
伯
、
久
米
桂
一
郎
氏
、
打
田
雛
護

士
等
は
不
動
産
の
換
債
慮
分
を
三
井
信
託
に
委
託
し
昨
年
末
全
部
を
慮
分
す

る
事
が
出
来
た
の
で
今
春
牧
野
〔
伸
顕
〕
伯
を
総
裁
に
福
原
〔
錬
二
郎
〕
美

術
院
長
、
正
木
〔
直
彦
〕
美
術
學
校
長
、
岡
田
三
郎
助
、
和
田
英
作
、
藤
島

武
二
、
岡
田
信
一
郎
そ
の
他
の
諸
氏
を
委
員
と
し
て
種
々
研
究
し
た
結
果
、

黒
田
記
念
館
を
建
設
し
て
故
子
爵
の
逍
作
を
陳
列
し
美
術
並
に
古
典
藝
術
の

研
究
に
資
す
る
事
に
な
っ
た

月
初
旬
設
計
も
完
了
し
た
の
で
愈
々
今
二
十
二
日
午
後
二
時
半
地
鎖
祭
を
執

行
の
上
竹
中
組
の
手
で
工
事
に
著
手
す
る
事
に
な
っ
た

術
研
究
に
資
す
る
筈
で
あ
る
と
〔
下
略
〕

百
六
十
餘
坪
の
不
燃
質
建
築
と
す
る
こ
と
に
な
り
岡
田
信
一
郎
氏
の
手
で
先

記
念
館
建
設
の
場
所
は
、
美
術
學
校
楷
内
工
費
は
十
敷
萬
圃
、
穂
建
坪

-…~ -七~ ＼ 

≫
 

『元型』創刊号表紙

で
謄
写
刷
り
の
『
元

月
、
高
村
の
私
費
刊
行

こ
の
記
事
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
初
は
黒
田
記
念
館
を
本
校
の
所
属

と
す
る
案
も
あ
っ
た
が
、
帝
国
美
術
院
附
属
に
決
定
し
、
昭
和
五
年
に
至
り
、

こ
こ
に
同
院
附
属
美
術
研
究
所
が
置
か
れ
た
。
な
お
、
黒
田
記
念
館
の
建
物
は

旧
東
京
府
美
術
館
、
本
学
陳
列
館
（
辺
頁
参
照
）
と
と
も
に
岡
田
信

一
郎
設
計
の

美
術
館
三
部
作
と
言
わ
れ
る
。

⑧

元
型
と
エ
人
社

昭
和
初
期
の
工
芸
界
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
グ
ル
ー
プ
に
元
型
と

工
人
社
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
両
方
と
も
本
校
関
係
者
が
中
心
と
な
っ
た
団
体
で

あ
る
。元
型
は
大
正
十
五
年
六
月
、
高
村
豊
周
ら
を
中
心
に
結
成
さ
れ
、
創
立
時
の

メ
ン
バ
ー
は
高
村
豊
周
、
杉
田
禾
堂
、
山
本
安
曇
、
豊
田
勝
秋
、
西
村
敏
彦
、

佐
々
木
象
堂
、
内
藤
春
治
（
以
上
鋳
金
）
、
北
原
千
鹿
、
村
越
道
守
（
以
上
彫

金
）
、
鈴
木
素
興
、
加
藤
居
山
、
太
田
自
適
、
佐
藤
陽
雲
、
田
口
啓
次
郎
、
松

田
権
六
、
山
崎
覚
太
郎
、
吉
田
源
十
郎
（
以
上
漆
芸
）
、
広
川
松
五
郎

、

渋
江

終
吉
（
以
上
染
織
）
、
藤
井
達
吉
（
雑
工
芸
）
、
渡
辺
素
舟
（
評
論
）
の
二
十
一

名
、
本
校
卒
業
生
は
十
二
名
、
そ
の
内
当
時
本
校
教
官
は
五
名
あ
り
、

い
ず
れ

も
新
進
気
鋭
の
作
家
で

あ
る
。
そ
の
後
、
松
田

権
六
が
退
会
、
磯
矢
陽

が
同
人
と
な
る
な
ど
が

あ
っ
た
。
昭
和
二
年
一
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型
』
を
発
行
、
そ
の
創
刊
号
冒
頭
で
高
村
は
「
元
型
は
無
型
、
型
ナ
シ
だ
。
型

を
持
た
ぬ
。

す
べ
て
自
由
に
、
各
人
各
様
の
姿
態
を
持
つ
」
（
「元
型
の
誕
生
」）

と
記
し
た
。
同
年
三
月
に
第
一
回
展
覧
会
を
一
二
越
で
開
催
、
第
三
回
展
か
ら
公

募
し
て
、
安
倍
郁
二
、
磯
矢
陽
、
今
井
千
尋
、
鴨
政
雄
ら
が
入
選
し
た
。
そ
の

存
在
は
全
国
の
若
手
の
工
芸
作
家
に
深
い
影
親
を
与
え
た
。
元
型
は
昭
和
八
年

四
月
に
解
消
、
広
川
松
五
郎
は
そ
の
声
明
書
に
「
我
等
元
型
を
結
成
し
て
絃
に

八
年
、
作
品
の
展
示
六
回
に
及
ぶ
。
終
始
一
貫
あ
た
か
も
世
紀
末
的
工
芸
美
術

の
酸
敗
期
に
処
し
、
外
に
因
襲
の
打
破
、
内
に
様
式
の
樹
立
を
め
が
け
て
逐
年

能
く
そ
の
所
信
を
結
実
し
て
今
に
及
べ
り
。
か
く
て
頭
初
我
等
が
意
図
せ
る
も

の
今
や
漸
く
工
芸
の
全
野
に
遍
か
ら
ん
と
す
る
に
当
り
、
静
に
第
二
次
の
啓
蒙

を
約
し
て
絃
に
結
成
を
解
き
元
型
を
解
消
す
。
右
声
明
す
」
と
結
ん
だ
。

昭
和
二
年
十
一
月
、
エ
人
社
が
結
成
さ
れ
た
。
同
人
は
北
原
千
鹿
、
大
須
賀

喬
、
鴨
政
雄
、
川
本
吉
蔵
、
田
村
泰
二
、
富
田
稔
、
信
田
洋
、
古
橋
茂
、
深
瀬

嘉
臣
、
村
越
道
守
、
柳
川
椀
人
、
山
脇
洋
二
の
十
二
人
で
、
北
原
を
主
宰
者
と

し
、
こ
の
内
本
校
卒
業
生
は
四
名
、
在
校
生
が
五
名
で
あ
っ
た
。
大

須

賀

喬

「
エ
人
社
の
初
期
に
つ
い
て
」
（
『デ
ザ
イ
ン
』
―
―-0号
。
昭
和
三
十
七
年
三
月
）
に

よ
る
と
、
エ
人
社
は
新
し
い
時
代
意
識
の
上
に
た
っ
て
彫
、
鍛
金
界
の
革
新
を

標
榜
し
て
創
立
結
成
さ
れ
た
が
、
主
義
主
張
は
な
く
、
各
人
そ
れ
ぞ
れ
自
由
な

立
場
と
考
え
で
作
り
た
い
も
の
を
作
り
作
品
発
表
を
し
よ
う
と
い
う
主
旨
の
グ

ル
ー
プ
だ
っ
た
。
今
ま
で
の
よ
う
な
制
作
態
度
や
先
人
の
跡
を
追
う
よ
う
な
作

品
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
気
持
だ
け
は
共
通
の
も
の
で
、
「
何
の
野
心
も

な
く
見
栄
も
な
け
れ
ば
け
れ
ん
も
な
く
、
ま
こ
と
に
素
朴
な
し
か
も
真
摯
な
仕

事
の
上
で
の
集
ま
り
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
昭
和
三
年
五
月
、
東
京
朝
日
新
聞

社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
第
一
回
展
を
開
催
し
、
以
後
ほ
ぼ
毎
年
展
覧
会
を
開
催
、
深

し
て
目
覚
め
た
時
代
だ
か
ら
、
そ
れ
で
ぽ
く
ら
も
目
覚
め
た
わ
け
だ
。
偶

誘
わ
れ
た
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
元
型
の
刺
激
に
よ
る
と
い
う
か
、

ヨ
ー
ロ
ッ

瀬
嘉
臣
の
退
会
、
鴨
幸
太
郎
の
入
会
な
ど
が
あ
り
、
昭
和
十
五
年
二
月
に
解
散

し
た
。元
型
と
エ
人
社
創
立
の
頃
に
つ
い
て
鴨
政
雄
氏
（
昭
和
五
年
金
工
科
彫
金
部

卒
）
は
編
者
に
凡
そ
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
（
平
成
六
年
四
月
）

元
型
と
日
本
工
芸
美
術
会
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
工
芸
は
良
く
な

っ
た
。
高
村
豊
周
先
生
の
よ
う
な
方
が
い
な
か
っ
た
ら
工
芸
家
は
い
つ
ま
で

も
つ
ま
ら
な
い
職
人
の
ま
ま
だ
っ
た
ろ
う
。
私
が
学
校
に
入
っ
た
頃
（
大
正

十
四
年
）
は
。ハ
リ
万
国
装
飾
美
術
工
芸
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
津
田
信
夫
先

生
が
そ
れ
を
視
察
し
て
帰
国
し
、
工
芸
の
機
運
が
高
ま
っ
た
時
代
、
モ
ダ
ニ

ズ
ム
の
運
動
の
そ
の
時
だ
っ
た
。
工
芸
が
美
術
に
な
っ
た
ち
ょ
う
ど
そ
の
時

代
だ
っ
た
。

北
原
千
鹿
、
高
村
先
生
ら
の
金
工
の
研
究
会
が
で
き
て
、
そ
れ
が
中
心
と

な
っ
て
元
型
を
結
成
し
た
こ
と
は
知
っ
て
い
た
。
北
原
千
鹿
が
東
京
府
立
工

芸
の
教
師
を
し
て
い
て
、
そ
の
教
え
子
に
信
田
洋
が
い
た
。
信
田
が
美
術
学

校
に
入
学
し
て
、
こ
の
信
田
か
ら
私
と
山
脇
洋
二
は
エ
人
社
を
作
ろ
う
と
、

パ
工
芸
の
影
響
と
か
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ

っ
て
工
芸
家
が
装
飾
美
術
家
と

然
、
時
代
が
そ
う
な
っ
た
。
エ
人
社
を
作
ろ
う
と
い
う
き
っ
か
け
は
時
代

だ
。
み
ん
な
で
や
ろ
う
、
わ
れ
わ
れ
若
い
者
の
時
代
が
来
た
と
思
っ
た
。
エ

芸
美
術
と
い
う
の
は
、
全
部
古
い
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
も
う
そ
の
ま

ま
で
い
て
も
仕
方
が
な
か
っ
た
か
ら
。

当
時
は
帝
展
に
第
四
部
が
で
き
て
工
芸
が
入
り
、
装
飾
美
術
と
し
て
の
エ

351 第5節 昭和 2年



芸
が
日
本
に
始
ま
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
し
か
し
、
第
四
部
が
実
際

に
で
き
て
な
く
て
も
、
学
生
が
そ
う
い
う
時
代
に
頭
が
進
ん
で
い
た
か
ら
、

工
人
社
は
で
き
て
い
た
だ
ろ
う
。
彫
金
の
新
し
い
作
品
が
で
き
た
の
は
エ
人

社
が
初
め
だ
。
そ
れ
以
外
は
卒
業
制
作
と
い
え
ど
も
先
生
に
教
わ
っ
て
、
お

寺
に
行
っ
て
写
生
し
た
り
、
昔
な
が
ら
の
こ
と
を
し
て
仏
像
を
彫
る
よ
う
な

者
ば
か
り
だ
っ
た
。

卒
業
制
作
の
図
案
を
私
は
先
生
に
見
せ
な
か
っ
た
。
先
生
は
全
然
タ
ッ
チ

し
な
い
。
材
料
費
を
五
十
円
貰
っ
て
、
先
生
に
関
係
な
く
作
れ
ば
い
い
。
私

の
卒
業
制
作
が
出
来
上
が
っ
て
も
、
清
水
南
山
先
生
に
は
作
品
が
わ
か
ら
な

い
。
で
も
悪
く
は
言
わ
な
か
っ
た
。
生
徒
も
各
々
自
分
の
制
作
で
精
一
杯

で
、
い
い
悪
い
は
言
わ
な
い
。
そ
の
点
の
ん
び
り
し
て
い
た
。
清
水
先
生
と

は
関
係
な
く
自
分
た
ち
は
エ
人
社
を
作
っ
た
。
僕
ら
が
始
め
た
よ
う
な
こ
と

は
清
水
先
生
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
先
生
は
た
い
て
い
認
め
て
く
だ
さ

っ
た
。
そ
の
点
は
寛
大
だ
っ
た
。

北
原
千
鹿
は
新
し
い
人
だ
っ
た
。
僕
は
付
き
合
い
が
浅
か
っ
た
。
信
田
や

村
越
道
守
は
北
原
の
東
京
府
立
工
芸
学
校
の
教
え
子
で
、
東
京
高
等
工
芸
学

校
で
も
勉
強
し
た
が
、
エ
人
社
は
高
等
工
芸
の
集
ま
り
で
は
な
く
、
美
術
学

校
で
始
ま
っ
た
も
の
だ
。
エ
人
社
は
元
型
の
弟
分
の
よ
う
な
印
象
が
あ
る

が
、
元
型
は
教
授
連
中
、
エ
人
社
は
学
生
た
ち
、
別
々
の
独
立
し
た
も
の

だ
。
私
は
元
型
展
に
は
新
し
い
も
の
を
作
っ
て
出
品
し
た
。
そ
れ
ま
で
に
も

大
ぎ
な
額
、
レ
リ
ー
フ
は
あ
っ
た
が
、
私
の
入
選
作
品

「
飛
行
船
」
は
初
め

て
の
平
面
の
彫
金
の
作
品
だ
っ
た
。

海
野
清
先
生
は
伝
統
的
な
方
だ
か
ら
、
そ
の
仲
間
と
何
か
伝
統
的
な
工
芸

の
会
を
作
っ
て
い
て
、
弟
子
の

三
井
義
夫
、
磯
崎
美
亜
は
そ
れ
に
入
っ
た
。

ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
ろ
う
、
月
給
を
も
ら
お
う
な
ど
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

今
思
う
と
美
校
生
時
代
は
の
ん
び
り
し
て
い
た
。
ど
こ
へ
勤
め
よ
う
、
サ

た
。
エ
人
社
の
ほ
か
に
も
展
覧
会
を
我
々
は
よ
く
や
っ
た
。
上
野
の
池
の
端

そ
う
い
う
方
た
ち
は
新
し
い
工
芸
の
こ
と
と
は
関
係
な
く
て
、
無
関
心
だ
っ

た
が
、
こ
ち
ら
も
こ
と
さ
ら
に
反
目
す
る
よ
う
な
頭
や
考
え
は
な
く
、
好
き

だ
か
ら
、
自
分
で
や
っ
て
い
た
だ
け
の
こ
と
だ
っ
た
。
海
野
先
生
は
仕
事
が

う
ま
く
弟
子
の
多
い
人
だ
っ
た
。
清
水
先
生
は
朝
八
時
に
生
徒
よ
り
一
時
間

早
く
学
校
に
来
て
、
生
徒
の
作
品
を
彫
っ
て
直
し
て
い
た
。
海
野
先
生
の
方

は
絶
対
に
生
徒
の
も
の
を
横
か
ら
彫
っ
た
り
し
な
い
で
見
て
い
る
だ
け
だ
っ

た
。
海
野
先
生
は
江
戸

っ
子
の
ス
ボ

ー
ツ
マ
ン
で
清
水
先
生
と
は
性
格
が
全

然
違
っ
て
い
た
。

勉
強
は
丸
善
に
来
た
洋
書
が
美
術
学
校
に
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
読
ん

だ
。
フ
ラ
ン
ス
か
ら
来
た
『
ア
ー
ト
デ
コ
レ

ー
シ
ョ
ン
』
、
『
美
術
新
潮
』
の

よ
う
な
毎
月
出
て
い
る
本
を
よ
く
見
た
。
読
め
ば
勉
強
に
な
っ
た
。
フ
ラ
ン

ス
か
ら
じ
か
に
勉
強
し
て
ヒ
ン

ト
を
得
、
自
分
た
ち
も
こ
れ
を
や
ろ
う
と
思

っ
た
。
学
校
で
は
技
術
を
覚
え
て
し
ま
う
た
め
に
一
通
り
習
う
。
そ
れ
が
終

れ
ば
あ
と
は
制
作
で
、
課
題
は
な
く
て
勝
手
に
作
れ
ば
い
い
、
自
由
だ
っ

の
店
で
香
取
正
彦
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
展
覧
会
を
や
っ
た
り
、
丸
善
で
も
や

っ
た
り
し
た
。

た
。
卒
業
制
作
の
展
覧
会
に
在
校
生
の
作
品
も
並
べ
て
そ
れ
が
売
れ
、
売
れ

る
こ
と
が
珍
し
い
時
代
だ
っ
た
か
ら
、
び
っ
く
り
し
た
も
の
だ
。
美
校
は
制

作
す
る
、
新
し
い
も
の
を
作
る
こ
と
が
目
的
の
学
校
だ
っ
た
。
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